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ひ
ろ
ぎ
ん
経
済
研
究
所
調
査

夏
季
賞
与
は
５
年
連
続
増
加

�財
ひ
ろ
ぎ
ん
経
済
研
究
所
が
５
月
に
、

県
内
企
業
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
回
答
二
二
五
社
）
で
、
今
年
の

一
人
当
た
り
の
夏
季
ボ
ー
ナ
ス
支
給
額
は
、

前
年
同
期
比
二
・
五
％
増
の
五
二
万
三
一

〇
〇
円
（
支
給
率
二
・
〇
二
ヵ
月
）
で
、

五
年
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

製
造
業
が
五
年
連
続
で
前
年
を
上
回
り
、

前
年
同
期
比
四
・
三
％
増
の
五
七
万
三
五

〇
〇
円
（
支
給
率
二
・
〇
九
ヵ
月
）
だ
っ

た
が
、
非
製
造
業
は
同
〇
・
七
％
減
の
四

五
万
三
〇
〇
〇
円
（
同
一
・
九
二
ヵ
月
）

と
な
っ
た
。
一
人
当
た
り
の
支
給
額
は
、

資
本
金
一
〇
億
円
以
上
の
企
業
で
は
増
加

し
て
い
る
が
、
同
一
億
円
未
満
の
企
業
は

横
ば
い
・
若
干
の
減
少
と
な
り
、
企
業
規

模
に
よ
っ
て
回
復
に
格
差
が
見
ら
れ
た
。

二
七
一
社
か
ら
回
答
を
得
た
定
期
昇
給

・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
状
況
調
査
で
は
、「
定

期
昇
給
」
に
つ
い
て
「
全
社
員
に
適
用
」

し
た
割
合
三
八
％
と
、「
一
部
社
員
に
適
用
」

の
三
三
・
二
％
を
合
わ
せ
る
と
七
割
に
達

し
た
。
定
期
昇
給
額
の
平
均
は
三
五
〇
八

円
。「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
で
は
、「
全
社
員
に

適
用
」
の
二
一
％
と
「
一
部
社
員
に
適
用
」

の
一
八
・
八
％
を
合
わ
せ
て
も
四
割
に
と

ど
ま
り
、「
廃
止
し
た
・
制
度
が
な
い
」
企

業
は
四
六
・
五
％
だ
っ
た
。
ベ
ア
額
平
均

は
一
九
〇
〇
円
。

山
陽
鋼
材
、生
産
能
力
１.７
倍
へ

プ
ラ
ズ
マ
切
断
機
を
導
入

山
陽
鋼
材
�株
（
中
区
南
吉
島
二
丁
目
一

―
一
三
、
中
川
晋
社
長
）
は
、
鋼
材
の
切

断
・
加
工
を
受
け
持
つ
関
連
会
社
の
山
陽

Ｓ
Ｐ
工
業
�有
（
同
所
、
社
長
同
）
に
プ
ラ

ズ
マ
切
断
機
を
導
入
し
、
生
産
能
力
を
一

・
七
倍
に
拡
大
し
た
。

コ
ベ
ル
コ
建
機
な
ど
重
機
用
や
自
動
車

プ
レ
ス
の
鉄
板
型
、
船
舶
の
艤
装
向
け
の

受
注
が
伸
び
た
た
め
、
五
四
〇
〇
万
円
を

投
資
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ガ
ス
を
使
っ
た

切
断
機
で
は
月
産
一
五
〇
�
の
処
理
量
だ

っ
た
が
、
プ
ラ
ズ
マ
切
断
機
で
は
月
産
二

五
〇
�
を
目
指
す
。
環
境
対
策
の
た
め
、

切
断
時
に
発
生
す
る
煙
を
固
形
化
す
る
装

置
も
六
〇
〇
万
円
で
導
入
。
煙
の
垂
れ
流

し
を
防
ぎ
、
固
形
後
の
処
理
は
業
者
に
委

託
す
る
。

▽
広
島
市
は
７
月
１７
日
午
後
１
時
半
か
ら

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
」
の
説
明
会
を
、

広
商
議
ビ
ル
で
開
く
。
環
境
省
が
中
小
企

業
向
け
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

を
解
説
。
全
四
回
で
参
加
費
無
料
。
申
し

込
み
締
め
切
り
は
７
月
１３
日
。
�電
二
九
三

―
一
五
一
二
。

▽
�株
共
栄
経
営
セ
ン
タ
ー
は
７
月
１８
日
午

後
１
時
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
「
従
業
員
一
〇
〇

名
規
模
以
下
〜
ラ
イ
バ
ル
は
経
営
計
画
書

〜
敵
は
内
に
あ
り
」
を
、
中
区
八
丁
堀
の

同
社
で
開
く
。会
社
改
革
の
手
法
を
解
説
。

参
加
費
五
二
五
〇
円
。
�電
二
二
八
―
五
四

四
一
。

麻
疹
は
、
一
般

に
子
ど
も
の
病
気

で
す
。
症
状
は
発

熱
、
咳
、
鼻
水
で

始
ま
り
、
三－

四

日
後
か
ら
全
身
に
発
疹
が
出
ま
す
。
高
熱

が
七－

八
日
続
く
た
め
消
耗
が
激
し
く
、

脳
炎
や
肺
炎
を
合
併
す
る
と
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
る
病
気
で
す
。
死
亡
率
の
高
い
病

気
で
、
江
戸
時
代
に
は
「
命
定
め
」
の
病

気
で
あ
り
、
昭
和
２０－

３０
年
代
に
は
年
間

数
千
人
が
死
亡
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
で

も
毎
年
乳
幼
児
を
中
心
に
一
〇
万
人
以
上

が
麻
疹
に
罹
り
、
年
間
二
〇
人
か
ら
八
〇

人
く
ら
い
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

麻
疹
に
は
特
別
な
治
療
は
な
く
対
症
療

法
の
み
で
す
。
予
防
と
し
て
は
麻
疹
に
は

ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
１
９
７
８
年

（
昭
和
５３
年
）
か
ら
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
接
種
に
な
り
、
昨
年
ま
で
普
通
一－

二

歳
の
こ
ろ
に
一
回
接
種
し
て
い
ま
し
た
。

麻
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
の
向
上
に
伴
い

最
近
一
〇
〜
二
〇
年
間
は
大
き
な
流
行
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
関
東
で
始
ま
っ
た
麻
疹
の
流
行

は
、
二
〇
歳
を
中
心
に
し
た
流
行
で
す
。

今
回
麻
疹
に
罹
っ
た
人
は
ワ
ク
チ
ン
未
接

種
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
小
児
期
に
麻

疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
も
罹
患
し
て

い
ま
す
。
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
が
始
ま
っ
た
こ

ろ
は
、
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
を
幼
児
期
に
一
回

接
種
し
て
お
く
と
、
そ
の
後
成
長
期
に
麻

疹
の
流
行
が
何
度
も
あ
り
、
麻
疹
ウ
イ
ル

ス
に
接
し
て
免
疫
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
は
麻
疹
の
流
行
が
な

く
免
疫
が
強
化
さ
れ
ず
、
二
〇
歳
前
後
の

一
〇－

一
五
％
で
は
麻
疹
の
免
疫
が
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

欧
米
で
は
麻
疹
撲
滅
の
た
め
１
９
８
０

年
代
か
ら
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
を
二
回
接
種
し

て
い
て
、
麻
疹
の
発
病
は
極
め
て
稀
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
ア
メ
リ
カ
で
の
年
間

発
生
数
は
一
〇
〇
人
以
下
で
、
そ
の
半
数

は
日
本
か
ら
の
持
込
で
、
日
本
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
麻
疹
の
輸
出
国
と
非
難
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
か
ら

も
日
本
は
「
麻
疹
」
の
汚
染
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
や
っ
と
昨
年
春
か
ら
麻
疹
ワ

ク
チ
ン
が
二
回
接
種
に
な
り
ま
し
た
。
三

〇
歳
以
上
で
は
小
児
期
に
麻
疹
の
流
行
が

あ
っ
た
の
で
多
く
の
方
が
免
疫
を
有
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
三

〇
歳
以
下
で
麻
疹
ワ
ク

チ
ン
を
一
回
し
か
受
け

て
い
な
い
人
は
追
加
接

種
を
し
た
方
が
よ
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
麻
疹（
は
し
か
）の
流
行

広
島
市
医
師
会
理
事

も
り
小
児
科
院
長

森

美
喜
夫

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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